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株式会社ＮＳＤ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 今城 義和、東証 1部 9759）の連結

子会社である、株式会社ＮＳＤ先端技術研究所（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 黄川田 

英隆）は、自律航法（※）を活用して屋内外で活動する作業員の位置情報を計測し見える化する

ソリューションサービス「Tracking Navi」（トラッキング ナビ）を下記のとおり開発し、提供を

開始します。 

 

※ 自律航法とは、GPS・WiFi といった外部信号に依存せず、作業者が身に着ける携帯端末（スマート

フォン）に搭載された各種センサーから情報を収集し、位置情報を自律的な計算に基づいて割り

出す測位手段のこと。 

 

■位置情報取得等に関する課題 

  現在、GPS などの外部信号が届かない工事現場・トンネルや、工場倉庫など建物内で多数の作業

者が稼働する現場において、作業者の位置情報や作業行動履歴を取得するためには、無線ビーコ

ンを現場に多数設置し、その信号を測定しながら位置を推測する手法が一般的です。しかしこの

方法の場合、ビーコンが数メートルに１つ必要となるため、広いヤードでの測定を実施しようと

すると、初期コストやメンテナンス費用が膨大になってしまいます。 

 

■自律航法と並列処理システムに基づく位置情報ソリューション 

  ＮＳＤ先端技術研究所は、上記の課題に対し、産業技術総合研究所からのスピンアウトベンチ

ャーであるサイトセンシング株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 平林 隆）と共

同で、自律航法に基づく大量の位置データを並列処理するシステムを開発し、生産性向上や作業

者の現在位置・安否確認に貢献するソリューションとして「Tracking Navi」（トラッキング ナビ）

をリリースします。 

当ソリューションでは、自律航法を適用することでビーコンの有無にかかわらず、常時、測位

可能であり、その位置情報の計測頻度を目的によって自由に変更することが可能です。また、最

大 1000 人分の動きをリアルタイムに計測すべく、各端末から収集された測位データの大量並列処

理（処理の最適化）を実現しました。誤差補正のためにビーコンやマップを使用しますが、従来

からあるビーコン主流の方法と比べて圧倒的に少ない設置数で済み、設置・メンテナンス費用を

5分の１から 10 分の１に抑えることができ、維持保守性において極めて大きなメリットとなりま

す。 
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■今後の展開 

 製造現場・物流倉庫などの屋内測位や、工事現場などの屋外での活用を広めるとともに、測位

データの２次利用（分析や利活用）にも積極的に取り組み、位置情報をベースとしたプラットフ

ォーマーとして、産業現場の生産性向上に貢献していきます。 

更に、人の動きに留まらずフォークリフト等、車輛の位置情報を計測する機能や、人工知能・

機械学習機能とも融合すべく研究を進めていく計画です。 

以上 

 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 

株式会社ＮＳＤ先端技術研究所 企画部 トラッキングナビ担当 

TEL：03-3257-1120 E-mail：ml-contact@natric.co.jp 
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